
地球温暖化による気候への影響が明らかになり、水災害の激甚
化が現実となっています。これに対してすべての関係者の参加に
よる流域治水の取り組みが各地で進められています。しかし「掛
け声」だけでは流域治水の成果を上げることはできません。同じ
道を進まぬように、これまでの治水を振り返り、流域治水を深く理
解し、流域治水を実現するために我々に必要な覚悟を明らかにし
ます。「温故知新」
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